
学校番号 321 

長野高校（国際教養科）シラバス 

令和 2年度 英語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 異文化理解 ２ 第２学年 
Time Zones 1 Second Edition  

Time Zones 2 Second Edition 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・ネイティブの先生と行う授業なので、普段よりも積極的に英語を話しましょう。間違いを恐れずとりあえず話すことが

英語を話す上で上達する近道です。 

・ライティングに関しては、自分の知っている単語や表現を使って分かりやすく書くことが大切です。また、たくさん英

語を書くことは表現を豊かにします。先生のチェックの後、間違った部分をしっかり見直しましょう。そうすることで

正しい表現を身につけることができます。 

・わからないことがあれば恥ずかしがらずに質問しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「英語理解」（2単位）及び「英語表現」（２単位）及び「異文化理解」（２単位） 
主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・絵、写真などの

視覚的補助を

用いながら、簡

単な語や表現

を用いて身近

なことについ

て簡単に説明

することがで

きる。 

・日常的な挨拶

ができ、身の回

りに起こったこ

とや経験したこ

となどについて

やり取りをする

ことができる。 

総合英語 

インタビ

ューテス

ト 

スピーチ 

 

英語表現 

インタビ

ューテス

ト 

スピーチ 

 

異文化理

解 

スキット 

プレゼン

テーショ

ン スピ

ーチ 

・自分のことや学

校、地域のことな

どの簡単な紹介文

を書くことができ

る。 

・簡単な語や基礎的

な表現を使いなが

ら、基本的な接続

詞で文と文をつな

ぎ、日記や説明文

などまとまりのあ

る文を書くことが

できる。 

総合英語 

ライティ

ングテス

ト 

定期考査 

 

英語表現 

ライティ

ングテス

ト 

定期考査 

 

異 文 化 理

解 

ライティ

ングテス

ト 

定期考査 

 

・決まった表現を

用 い て 話 さ れ

る、日常的に必

要な事柄につい

て、内容を理解

することができ

る。 

・ゆっくりはっき

りと話されれ

ば、駅や空港等

の短いアナウン

スについて自分

に必要な情報が

聞き取ることが

できる。 

総合英語 

定期考査 

 

異 文 化 理

解 

定期考査 

 

・50 語程度の

英文を後戻

りすること

なく、一定時

間内に黙読

して要点を

理解したの

ち、適切なポ

ーズととも

ない音読す

ることがで

きる。 

・簡単な語や

表現を使っ

て書かれた

短い物語や

伝記などを

理解するこ

とができる 

総合英語 

定期考査 

 

異文化理

解 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

各学期にスピーチ・スキット・

プレゼンテーションを行う。

また普段の授業においてネイ

ティブの先生に対して積極的

に話しているかにより判断を

行う 

各学期にスピーチ・スキット・

プレゼンテーションを行う。

また各ユニットでライティン

グ課題を提出 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Time Zones 

1 Second 

Edition 

Unit8 

(8 時間) 

商品を買うと

き、売るときの

表現を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

・健康に関する問題につ

いてペアやグループで

意見交換し、発表を行

う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

・ペア・グループ内

での言語活動を観

察する。 

・ワークシートの内

容を取組状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだこと

に基づき、自分の考

えを話したり書いた

りする 

・健康に関する問題につ

いて意見を発表したり

書いたりする。 

・聞いたり読んだり

したことに基づ

き、自分の考えを

分かりやすく話し

たり書いたりす

る。 

・自分の趣味に関す

るスピーチを行う 

・ライティングの課

題を評価する 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことを理解してい

る。 

・教科書の内容を聞いた

り読んだりして理解す

る。 

・聞いたり読んだり

したことを理解して

いる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・What should I do?と

いう表現に関して理

解している。 

・教科書で用いられて表

現を確認する。 

・教科書で用いられ

ている表現に関し

て理解し、利用で

きる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit9 

(8 時間) 

現在進行形につ

いて、現在形と

使い分けること

ができる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

・習慣的に行っているこ

とについてペアやグル

ープで意見交換し、発

表を行う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

・ペア・グループ内

での言語活動を観

察する。 

・ワークシートの内

容を取組状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだこと

に基づき、自分の考

えを話したり。書い

たりする 

・習慣的に行っているこ

とについて意見を発表

したり書いたりする。 

・聞いたり読んだり

したことに基づ

き、自分の考えを

分かりやすく話し

たり書いたりす

る。 

・自分の趣味に関す

るスピーチを行う 

・ライティングの課

題を評価する 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことを理解してい

る。 

・教科書の内容を聞いた

り読んだりして理解す

る。 

・聞いたり読んだり

したことを理解して

いる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・習慣的に行っている

ことについて述べる

表現に関して理解し

ている。 

・教科書で用いられて表

現を確認する。 

・教科書で用いられ

ている表現に関し

て理解し、利用で

きる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい



 

 

 

るかを判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit10 

(8 時間) 

天気を描写した

り好きな天気に

ついて話すこと

ができる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

・ペアやグループで道案

内をする。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

・ペア・グループ内

での言語活動を観

察する。 

・ワークシートの内

容を取組状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・道を尋ねたり道案内

をしたりすることが

できる。 

・ペア・グループで道案

内をする。 

・道案内を聞いて、

その場所を特定す

ることができる。 

・ライティングの課

題を評価する 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことを理解してい

る。 

・道案内に関する英文を

聞いたり読んだりして

理解する。 

・聞いたり読んだり

したことを理解して

いる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・道を尋ねたり道案内

をしたりする表現に

関して理解してい

る。 

・教科書で用いられて表

現を確認する。 

・教科書で用いられ

ている表現に関し

て理解し、利用で

きる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit11 

(8 時間) 

休暇や旅行につ

いて詳しく説明

できる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

・過去の経験やそのリス

クについてペアやグル

ープで意見交換し、発

表を行う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

・ペア・グループ内

での言語活動を観

察する。 

・ワークシートの内

容を取組状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり、読んだこ

とに基づき、自分の

考えを話したり。書

いたりする 

・過去の経験やそのリス

クについて発表したり

書いたりする。 

・聞いたり、読んだ

りしたことに基づ

き自分の考えを分

かりやすく話した

り、書いたりす

る。 

・ワークシートを提

出させライティン

グの課題を評価す

る 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことを理解してい

る。 

・過去の経験やそのリス

クについて聞いたり読

んだりしたことを理解

する。 

・聞いたり読んだり

したことを理解して

いる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・過去形と過去進行形

の違いについて理解

している。 

・教科書で用いられて表

現を確認する。 

・教科書で用いられ

ている表現を理解

し、利用できる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit12 

(8 時間) 

お祭りやパーテ

ィーのさいに行

うことについて

話すことができ

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

・ボランティア、チャリ

ティイベントについて

ペアやグループで意見

交換し、発表を行う 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

・ペア・グループ内

での言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだこと

に基づき、自分の考

えを話したり書いた

りする 

・ボランティア、チャリ

ティイベントについて

発表したり書いたりす

る。 

・聞いたり読んだり

したことに基づ

き、自分の考えを

分かりやすく話し

たり、書いたりす

る。 

・自分の好きな音

楽・嫌いな音楽に

ついてスピーチを

行う。 

・ワークシートを提

出させライティン

グの課題を評価す

る。 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことを理解してい

る。 

・ボランティア、チャリ

ティイベントについて

聞いたり読んだりした

ことを理解する。 

・聞いたり読んだり

したことを理解して

いる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・未来の予定について

述べる表現に関して

理解している。 

・教科書で用いられて表

現を確認する。 

・教科書で用いられ

ている表現に関し

て理解し、利用で

きる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Time Zones 

2 Second 

Edition 

Unit1 

(8 時間) 

ある人物のお気

に入りの趣味や

ある活動をどの

くらいの頻度で

行うかについて

話すことができ

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

・自分自身や他の人につ

いてペアやグループで

意見交換し、発表を行

う 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

・ペア・グループ内

での言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだこと

に基づき、自分の考

えを話したり書いた

りする 

・自分自身や他の人につ

いて発表したり書いた

りする。 

・自分自身や他の人

について、分かり

やすく話したり書

いたりできる。 

・自分の趣味に関す

るスピーチを行う 

・ワークシートを提

出させライティン

グの課題を評価す

る 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことを理解してい

る。 

・自分自身や他の人につ

いて聞いたり読んだり

したことを理解をす

る。 

・聞いたり読んだり

したことを理解して

いる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 



 

・何が得意か述べる表

現に関して理解して

いる。 

・教科書で用いられてい

る表現を確認する。 

・教科書で用いられ

ている表現を理解

し、利用できる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 


